歴史的景観保全地区の景観計画確認表


	項　目
	景観形成の指針
	景観形成の基準（行為の制限）　○：届出対象行為、◎：特定届出対象行為
	《●●●●●新築工事》における考え方

	
	
	Ａ地区
（第一種低層住居専用地域）
	Ｂ地区
（逗子市まちづくり条例で別に定める地域）
	Ｃ地区
（Ｂ地区以外の第一種住居地域） 
	景観形成街路沿道宅地
	

	最低敷地規模
	□ゆとりのある敷地の確保に努める。
	○ 165 ㎡以上とする。
	○ 165 ㎡以上とする。
	○ 140 ㎡以上とする。
	○左記の該当地区の基準に拠る。
	

	高さ
	最高高さ
	□自然環境に調和した圧迫感の少ない低層の街並みを保全すると共に、隣接地に対する日照、通風等の住環境にも配慮した街並み景観を形成する。
	○ 10 ｍ以下とする。
	○ 10 ｍ以下とする。
	○ 12 ｍ以下とする。
	○左記の該当地区の基準に拠る。
	

	
	北側斜線
	
	○真北方向にある隣地境界線（★道路の反対側の境界線）までの距離に1.25 を乗じて得た数値に５ｍを加えた高さ以下とする。（★：建築基準法の第一種低層住居専用地域の規定に準拠）
	

	壁面位置

	道路側
	□道路空間の拡がりを確保し、緑の適切な配置などにより潤いある街並み景観を形成する。
	○建築物の外壁、又はこれに代わる柱の面は道路側より1.5 ｍ以上後退しなければならない。（風致地区条例に準拠）但し、意匠の項目に規定した形態で片持ち式のバルコニーにあっては、道路境界より1.0 ｍ以上の後退とする。
	○シンボルロード・屋敷通り（逗子開成学園以南）の建築物の壁面後退は2.0 ｍ（１～２階）、3.0 ｍ（３階）以上とする。
	

	
	隣地側
	□隣接地との相互協力により、ゆとりのある隣棟間隔を確保して、低密度の街並み景観を保全する。
	○建築物の外壁、又はこれに代わる柱の面及びベランダは隣地境界より1.0 ｍ以上後退しなければならない。
	

	意匠


	近代和風建築の保全
	□保養別荘地の面影を偲ばせる風格と趣のある近代和風建築とその外構等の保全に努める。
□近代和風建築に隣接する宅地は近代和風建築とその外構等に調和するよう景観形成に努める。
	
	

	
	屋根形状
	□周辺の自然環境に調和し、親しみやすい街並み景観をつくるため、勾配屋根などの形状に配慮する。
	◎戸建住宅は２方向以上の勾配屋根にする。
	

	
	軒出庇等
	□壁や室内への日光直射を避けるなど環境の負荷を低減させるため、有効な軒出や庇、ルーバー、窓格子等の設置に努める。
	
	

	
	バルコニー
	□道路や隣接地に対する圧迫感を低減する意匠とする
	◎バルコニー（スノコ状のものを含む）は圧迫感のある大きなものとはせず、指定建蔽率の範囲以内とする。
	

	色彩

	屋根色彩
	□地区の歴史や自然環境に調和した暖かみのある穏やかな色彩・素材の意匠とする。
	◎明度５以下、彩度２以下とする。但し、屋根上の太陽光発電システムその他これらに類するもので屋根色彩と調和しているものは、色彩基準の適用を除外する。
	

	
	外壁基調色彩
	
	◎明度４以上、彩度２以下とする。但し、５YR ～５Y については彩度６以下とする。
◎３階以上の階は最下階よりも明度を高くする。但し色相５YR ～５Y、明度６以上、彩度３以下で周辺の景観になじむ場合は上下階を同色とすることができる。
◎外壁のアクセント色彩は外壁の見付け面積の20％以内で、外壁基調色と調和したものとする。
	

	
	素　材
	
	◎屋根、外壁共に光沢反射材を用いないよう努める。また、自然素材を用いるよう努める。仕上げに自然素材を用いた場合は色彩基準は適用除外とする（レンガ及びタイルは自然素材としない）。
	

	設備

	位　置
	□美しい街並み景観をつくるため、設備類が景観を阻害しないよう、設置位置や目隠し等の工夫を行う意匠とする。
	◎道路・河川・海岸等の公共空間から直接見えない位置に設置する。
	

	
	目隠し
	
	◎設置位置の確保が困難な場合は、生垣、緑化、目隠しや囲い等を設置し、建築物と調和した囲障とする。
	

	
	その他
	
	◎共同住宅等の３階以上にあるバルコニー等にある物干しは、道路・河川・海岸等の公共空間から直接見えない位置に設置する。
	

	外構等
	敷地の緑被率
	□敷地内に緑地を確保し、緑豊かな街並み景観をつくる。
	○敷地の緑被率は10％以上とする。但し、事業区域面積が500 ㎡以上の場合は20％以上とする。
	

	
	道路側緑化率
	□生垣や自然素材を用いた地区の特徴的な垣、柵、門・扉等及び擁壁の設置により、地区の歴史性を感じさせる街並み景観を保全する。
□クロマツなどの地域性を形成している景観木を保全するように努める。
	○道路境界より２ｍ以内の位置に、　敷地間口の長さの半分以上の生垣を設置する。生垣設置が困難な場合には、設置すべき生垣と同面積に相当する中高木を植栽する。但し、歴史的景観に配慮した垣、柵、門・扉等を設置した場合はこの限りではない。
	

	
	垣、柵、門・扉等
	
	○道路境界に、垣、柵、門・扉等を設置する場合は、地区の歴史的景観に調和したものとする。また、コンクリート、コンクリートブロック塀とするときは、あらかじめ表面に化粧を施した材料を使用するか又は建築物と色彩が調和したモルタル塗装の上に仕上げを施すこと。但し、垣、柵、門・扉等の前面に緑化修景を施した場合はこの限りでない。
	○生垣又は竹、木材、自然石等の自然素材のものとする。
	

	
	
	
	○生活安全向上のために防犯灯や門灯を設置・点灯する。
	

	
	擁　壁
	
	○擁壁等の工作物の表面素材は、自然石材等の素材を使用し緑化修景を施すこと。
	

	
	駐車場
	
	○駐車場についても、上記基準を適用する。
	

	屋外広告物
	□広告物の設置を自粛し、落ち着きのある街並み景観及び環境を守る。
	
	

	管　理
	□景観計画による街並み景観の維持に努める。
	○敷地内の植栽は適切に管理する。植栽は枯死した場合は速やかに同等の植栽を行う。
○開発行為を行う際には、本景観形成の基準に準じた協定等を締結すること。
	

	
	□空き地の適切な管理を行う。
	○空き地（駐車場）についても、上記基準を準用する。
	


